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主な品目・種類分別区分
潜在の容器、食品ネット、食品トレイ、食品カップ、キャップ類、緩衝材、発砲ス
チロールなど

プラスチック製容器包装

新聞・チラシ、雑誌、段ボール、紙パック、牛乳パック、雑紙（お菓子の紙箱、薬
の箱、トイレットペーパーの芯、ラップの芯、紙製のハガキなど）

古紙類

アルミ缶、スチール缶、海苔の缶、お菓子の缶缶類
カセットボンベ、ヘアスプレー、ペイントスプレースプレー缶
傘、オーディオ機器、家庭用ゲーム機、掃除機、体重計、時計、刃物類、油缶などその他金属
一升瓶、ビール瓶、調味料瓶、ジュース瓶、ジャム瓶、化粧品瓶、栄養ドリンク瓶、
果実酒の瓶など

びん類

サラダ油、オリーブオイルなどの植物性食用油てんぷら油
乾電池、充電池、ボタン電池、コイン電池電池類
蛍光灯、電球、水銀式体温計、温度計蛍光灯類
ジュース、お茶、しょうゆ、お酒等の空きペットボトルペットボトル
シャツ、ズボン、ブラウス、セーター、子供服、制服、ジャージ、ぬいぐるみ、
リュック、ベルト、バッグ、革靴、スニーカーなど

衣類

携帯電話、スマートフォン、ノートパソコン、タブレット、左記製品の付属品小型家電
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資源化の種類、方法

有料化の方向性と内容

施策の時期など補足事項



第１回（６月）

• ごみ処理の現状確認

• 資源化の推進と有料
化に対する意見集約

第２回（８月）

• 資源化の追加品目の
審議

• ごみ処理手数料の金
額審議

第３回（９月）

• 答申内容整理




